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寒暖の差が激しい 5 月となってい
ます。夏の到来を感じる暑い日もあ
れば，寒々とした雨が降る日もあり，
毎朝天気予報のチェックが欠かせま
せん。3 月の終わりに四国へ出張し
た折には，松山近くで季節外れの積
雪に見舞われて，高速道路が積雪で
通行止めとなりました。大船渡や今
治では春先に大規模な山火事も発生
しました。本稿執筆時点ですが，九
州が沖縄よりも早く，例年より 2 週
間程度も早く梅雨入りしたそうで
す。今年も，気候変動を実感するよ
うな事象が続いており，対策の重要
性がより一層大きくなっていると感
じます。

6 月号の特集テーマは「地球温暖
化・環境対策」です。地球温暖化防
止に関する最新技術や素材について
様々な分野より取り上げました。

巻頭言は，環境科学会で会長を務
められた法政大学人間環境学部の藤
倉良教授にお願い致しました。気候
変動対策における「緩和」と「適応」
について，ご執筆頂きました。省エ

ネに代表される「緩和」策について
は，日本は長い歴史と技術を有して
おり，今後とも継続した取り組みが
求められる一方，「適応」策として
の建設技術の可能性について触れて
頂きました。

本号では，「適応」策に貢献する
様々な技術について取り上げており
ます。行政情報では，国土交通省と
環境省の方々に，温暖化対策，脱炭
素に関する行政の取り組みについて
述べて頂きました。まさに巻頭言と
アラインした内容であり，官学の密
接な連携を感じた次第です。技術報
文では，様々な分野の執筆者に，温
室効果ガスの排出を低減する技術や
建設資材について寄稿頂くことがで
きました。これらの技術や資材が広
く施工現場に普及し，温室効果ガス
の排出を低減することによって，気
候変動対策における「緩和」と「適
応」へ大きく貢献することを確信し
ています。

最後になりますが，突然のご依頼
にも関わらず快くお受けいただいた
執筆者の皆様，関係者の皆様には心
より御礼を申し上げます。

� （田村・山本）

【年間定期購読ご希望の方】
①書店でのお申し込みが可能です。お近くの書店へお問い合わせください。
②�協会本部へのお申し込みは「年間定期購読申込書」に必要事項をご記入のうえ FAX をお

送りください。
詳しくは HP をご覧ください。
年間定期購読料（12冊）　10,032円（税・送料込）

7 月号「建設DXと生成 AI 特集」予告
・インフラ DX 大賞　・国土交通省における BIM/CIM 積算の取組　・T-iROBO Rigid Dump 及び
T-iDigital Field を用いた建設現場のオートメーション化の試行　・建設 DX による新しい無人重機
施工への挑戦！　・AI時代の建設DXと次世代プロダクト開発　・統合検索プラットフォーム「TOYO 
ChatGPT」　・土砂災害現場の二次災害リスク評価における大規模言語モデルとマルチモーダル AI
の活用　・生成 AI による非構造化データのナレッジ化と建設業務支援基盤構築　・建設業に特化
した「AI エージェント機能」を生成 AI に実装　・建設機械施工の自動化技術評価用ベンチマーク
指標とその活用　・無線ネットワークを用いた建機の効率的な遠隔制御に向けた超低遅延映像伝送
技術　・施工計画自動生成 AI 開発向け学習用データの整備に関する検討　・阪神港におけるドロー
ンの利活用実証実験　・建設用 3D プリント埋設型枠を用いたコンクリート構造物の技術指針（案）
の概要　・協調安全実現に向けたリアルタイムデジタルツイン基盤の開発　・OPERA を利用した
チルトローテータ付油圧ショベルの自動運転実験




